
 

 

 

※ 下水道事業会計は、一般会計とは別に会計を設け、民間企業と同様の会計方式が用いられていま

す。 

そして内訳は、収益的収支と資本的収支に分けられます。 

 

 

 
※ 収益的収支とは、生活排水などの汚水の処理や降雨時などの雨水の処理に関するお金のことで

す。 

 

 

 

 

 

＜収入＞                                          （税込） 

 

 

 

 

 

※ 営業収益 ： 使用者の皆様からの下水道使用料や一般会計からの負担金など 

※ 営業外収益 ： 市の一般会計からの補助金など 

支 出

28,535,490 

収 入

29,834,993 

減価償却費

15,803,058 

支払利息

3,487,769 

業務費 3,424,039 

処理場費 2,237,860 

ポンプ場費 1,411,690 

給与費 607,686 

その他 1,563,388 その他 150,913 

一般会計補助金

142,754 

長期前受金戻入

7,364,299 

一般会計負担金

7,946,140 

下水道使用料

14,230,887 

令和２年度決算 収益的収支 （単位：千円、 税込）

区　　　分 予　算　額 決　算　額
予算額に比べ
決算額の増減

千円 千円 千円

第１款　下水道事業収益 30,633,107 29,834,993 △ 798,114

　第１項　営業収益 22,759,913 22,239,242 △ 520,671

　第２項　営業外収益 他 7,873,194 7,595,751 △ 277,443



＜支出＞                                         （税込） 

 

 

 

 

 

 
※ 営業費用 ： 下水道関係施設の維持管理費と減価償却費など 

※ 営業外費用 ： 企業債（建設するときに借りたお金）の支払い利息など 

 

 

 
※ 資本的収支とは、施設の建設に関するお金のことです。 

 

 

 
 

 

＜収入＞                                        （税込） 

 

 

 

 

 
 

※ 企業債 ： 施設の建設・改良等のために借りたお金など 

※ 他会計出資金 ： 一般会計からの出資金 

※ 補助金 ： 国からの交付金など 

支 出

27,150,879 

補てん財源

11,221,765 

収 入

15,929,114 

企業債償還金

16,728,320 

建設改良費

10,288,339 

固定資産購入費

133,255 
その他 965 

その他 4,311 

負担金 240,341 

一般会計出資金

747,466 補助金

2,636,296 

企業債

12,300,700 

令和２年度決算 資本的収支 （単位：千円、 税込）

区　　　分 予　算　額 決　算　額 不　用　額

千円 千円 千円

第１款　下水道事業費用 29,625,572 28,535,490 1,090,082

　第１項　営業費用 25,813,948 24,884,522 929,426

　第２項　営業外費用 他 3,811,624 3,650,968 160,656

区　　　分 予　算　額 決　算　額 翌年度繰越額
予算額に比べ
決算額の増減

千円 千円 千円 千円

第１款　資本的収入 26,005,182 15,929,114 9,424,430 △ 651,638

　第１項　企業債 19,155,200 12,300,700 6,401,200 △ 453,300

　第２項　他会計出資金 747,466 747,466 0 0

　第３項　補助金 6,006,990 2,636,296 3,023,230 △ 347,464

　第４項　負担金 他 95,526 244,652 0 149,126



 

＜支出＞                                            （税込） 

 

 

 

 

 

 

 
※ 建設改良費  ： 下水道施設（下水道管、ポンプ場施設、処理場施設）の建設や改良・更新にかか 

る費用など 

※ 固定資産購入費 ： 事業上必要な固定資産（土地や自動車、器具、施設の利用権など）の購入費

用など 

※ 償還金     ： 企業債の返済金など 

 

 

 

 

 

 下水道は、快適で衛生的な生活環境への改善、雨水排除による浸水の防除及び公共用水域

の水質の保全のため、欠くことのできない重要な都市基盤施設であるとともに、地球環境に配慮

した循環型社会の形成に大きな役割を担っています。 

 本市では、下水道を千葉市新基本計画に基づく第３次実施計画において、安全で災害に強い

まちづくりの推進及び快適な生活環境の整備のために必要な施設として位置づけ、整備を推進

してまいりました。 

  

この結果、令和２年度末の事業計画面積 13,121 へクタールのうち、12,291 ヘクタールが整備

済となり、整備率は 93.7 パーセントとなりました。 

また、行政区域内人口 975,507 人に対し、整備区域内人口は 950,267 人となり、下水道処理人

口普及率は 97.4 パーセントとなりました。このうち下水道接続人口は、前年度より 3,212 人増加し

946,332 人となり、接続率は 99.6 パーセントとなりました。 

 

 

  

 
▼下水道管工事 

   ○下水道排水施設工事（富士見雨水 30-1 工区） 

   ○下水道排水施設工事（柏井第 2 雨水 1 号幹線 30-1 工区） 

○下水道排水施設工事（小深 31－1 工区） 

〇下水道排水施設工事（六方 31－1 工区）  など 

 

▼ポンプ場工事 

   ○長作ポンプ場外１電気設備改築工事 

○越智ポンプ場電気設備改築工事 など 

区　　　分 予　算　額 決　算　額 翌年度繰越額 不　用　額

千円 千円 千円 千円

第１款　資本的支出 37,455,632 27,150,879 9,493,719 811,034

　第１項　建設改良費 20,559,324 10,288,339 9,493,719 777,266

　第２項　固定資産購入費 152,707 133,255 0 19,452

　第３項　償還金 他 16,743,601 16,729,285 0 14,316



 

▼処理場工事 

   ○中央浄化センター水処理機械設備工事 

   ○中央浄化センター分配槽建設工事 

〇南部浄化センターＢＣ系消毒電気設備改築工事 

〇南部浄化センター自家発電設備改築工事 など 

 

 
 

今後も、新たに策定した下水道事業中長期経営計画に基づき、良質で持続可能な 下水道サ

ービスを提供するため、更なる経営基盤の強化を図りながら、安全・安心で快適な生活を支える

下水道を目指し、浸水対策や地震対策を着実に推進するとともに、下水道施設の改築更新、未

普及地域の解消及び施設の高度処理化などに取り組んでまいります。 

 

 

 

※ なお、中央コミュニティセンター２階、市政情報室で資料の閲覧が可能ですのでご利用くだ 

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


